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1.問題意識

祭りや儀礼は本来、宗教的な意味を持つ行事であり、俗的・日常的な催しとは異なり、超自然的存在(神霊・聖霊)に対して何らかの意図によって働きかける社会的営為であると言われる。しかし、近代に入ってからの研究を見ると神などの超自然的存在を伴わない祭りが見られるようになってくる。そして、神のいない祭りを否定的にとらえる論者は多い。例えば小松は、「現代の商品化されたハレが、どこまでこうした人々の心の奥底にあるケガレを祓い落とし、精神を昂揚させ満足させているのだろうか」(小松　1997)などと述べている。

また、住民の共同活動の減少、都市的生活の浸透、娯楽の多様化などにより、地域集団の再編や解体が進み、同時に祭祀運営組織の高齢化なども重なり、祭りの存続が危ぶまれ、伝承が途切れる事態が頻発することともなっている。　　　　　　

私の調査対象地である宮城県亘理町高屋地区も例外ではなく、祭祀運営の主体であった青年会が解散し、夏祭りが存続の危機に瀕する事態に直面した。しかしながら、対象地の祭り

は、運営主体が解散した後も高屋地区としての祭りを「維持・再編」し存続することが出来たのである。

そこで、本研究では研究史、フィールドワーク、インタビューなどを通し、小規模な地区の夏祭りをめぐる考察を通して、存続の危機に瀕した地区の祭りがどのようにして維持・再編されていったかを明らかにすると共に、同時に、なぜ維持・再編が必要であり、また可能であったかを提示することを目的とする。
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３．要旨

　第１章では、「１．問題関心」にあるように、本来の祭りの意味、現代の祭りの変化・現状を捉え、論文の目的を明らかにする。

　第２章では、調査対象地の現状、歴史、祭りの概要を資料等から明らかにする。

　第３章では、聞き取り調査、フィールドワーク、研究史から高屋地区の夏祭りの歴史、維持・再編されていく過程を明らかにし、多様な形で祭りに関わる地域住民の様相を浮き彫りにすることで、祭りがなぜ維持・再編されたのかを示していく。

　第４章では、当時祭りを維持・再編していった中で、なぜ祭りが存続可能だったのかという点について、他の事例との比較から考察していく。

第５章では、地域アイデンティティ確認の場としての存在、地域統合機能を備えていたことから住民は祭を維持・再編させ、祭りの「神格性の欠如」、それに起因する「あいまいさ」、「非限定的参加資格」ら要因の重なりが存続に導いたと結論づける。そして、一見すると否定的な神を伴わない現代的祭が、こと｢存続｣という点に関してはプラスの要素を持つという可能性に言及し、終わりである。
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